












































































































































































五月半ばの学校公開の最終日、 PTA役員の保護者数名が、 B高IJ校長のもとを訪れた。 G
教諭（注： 「新規採用三年自Jの教諭）が担任をする学級の保護者が「五年生では、同
じ内容なのにうちの子の学級だけ授業の進め方が違うんです。子供も落ち着かないし。」
と話すと、男ljの保護者が、 「若い先生の学級はいつもそうなんです。何とかなりません
か。 j と話した。
問題 あなたが、この事例の B高！J校長であったら、この状況をどう判断し、どのように
対応するか、学校経営の視点も踏まえて具体的に述べなさい（『教職研修』 2008年 11月
号、平成21年（2009年）度東京都教育管理職選考筆答試験 問題（B選考論文）小学校、
原文は縦書き、ゴシックは原文のまま）。
この設問への解答は、法規を根拠として何かの教育活動をする（するべきだ）と論述す
るものではない。管理職者自身が学校の課題を何と見極め、それにどう対応するかが間わ
れている。解答例、解説とも「状況判断と対応策J （解答例）に焦点を当てている。
しかし、 「学校ガバナンスj としては問題のある設問である。この設問で描かれている
管理職は主体的とは言いきれない。 「校長は今年度当初、全教員に対し、教員相互の連携
充実を図り、児童理解の徹底と指導法の工夫改善に努めるよう伝えたj f副校長は、－－－－－－
特に学級経営上の課題の多かった若手教員の育成を組織的に進めるよう指示した。」とい
う記述から、指示をしていて主体的に動いている管理職であるとは言える。しかし、 PTA
役員の保護者から「何とかなりませんかJと言われてから対応する管理職は、主体的とは
言い難い。 （このことは解答例でも指摘されている。）
さらに、校長の「児童理解の徹底と指導法の工夫改善j とはどのような「課題jへの対
策なのか、 「工夫改善Jの具体的な内容は何かは触れられていなし 1。課題の認識があいま
いにしか書かれていないので、その上で起こった問題については抽象的にしか理解できな
い。 「学校ガバナンスjの観点からは、より具体的に問題状況を設定し、十分なデータを
提供して、個々の受験者によってさまざまな課題が提示できる設問へと改良したい設問で
ある。そこで個々の受験者が挙げた課題から、個々の問題意識、課題を見極める能力を測
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ることができる。
問題が発生し、その後で対処するのではなく、自ら問題を規定し、その解決のために自
ら動く。 「地域」と「学校ガ予パナンスj と言ったときに求められる学校管理職像とは、そ
のような学校像である。ただ、そのような学校管理職像は現在の管理職試験にはまだ明確
には表れていなし＼。
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